
                           

 

 

 

 

みなさん、こんにちは。海をテーマにした『館収蔵品展』の開幕とともに、「トライやるウィーク」も開始です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『館収蔵品展』では、毎日先着５０名に魚が描かれた下敷きをさしあげています(柄は選べません)！ 

文化博物館だより 第 383 号  

２０１２年 ６月６日  

h t t p : / / w w w . a k a s h i b u n p a k u . c o m /     明 石 市 立 文 化 博 物 館   編 集 ： 中 村  加 奈 子 ( む っ ち ー ) 

● トライやるウィーク、今年は 4日から 
  

 中学生２年生がさまざまな事業所で職業体験を行う、「トライやるウィーク」が博物館でも始まりました。今年

は明石市内の 9校から、男子 6名・女子 4名が博物館の仕事を体験しています。 

初日の４日（月）、博物館はお休み。しかし、この日しかできない大事な仕事があり 

ました。それは、ロビーの住吉丸の大掃除！開催中の企画展『館収蔵品展Ⅱ -海 

がつなぐひととひと-』では、お客さんを住吉丸に乗せて記念撮影するイベントを行い 

ますが、肝心の船ホコリだらけ！！このままではいけない…ということで、彼らに手伝 

ってもらうことにしました。 

脚立で船に乗りこみ学芸員から説明を聞いた後、ホコリやゴミを掃いたり、水拭きした 

り。初日の緊張感を漂わせながらも、作業をしていると少し打ち解けた様子も見られま 

した。 

 2日目は、7日（木）から始まる「みんなの福島展」のパネル張り作業です。説明や 

写真を張ったパネルは、形が色々だったり書いている文字も大小あります。 

ただ張るだけじゃなくて、「左右の間隔が均等か」「お客さんに見や 

すい高さになっているか」などみんなで考えながら、配置しました。 

 きちんと測って印をつけたはずなのに、見直すとずれていることも 

ありましたが、要領がわかってくるとお互い協力しながら、自分たち 

だけで作業を進める場面も。若いと、のみこみも早いです！！ 

 

 トライやるは、8日（金）まで。学校とは違う経験を積んで、新しい 

自分を発見してほしいですね。 

舳先のアカイタまできれいに！ 

● 「みんなの福島展」のごあんない 
  

昨年の大地震に端を発する、津波、原発事故、風評被害に苦しむ福島県。その避難所の様子や福島に 

あるミュージアムについて紹介したパネル展示を行います。また、明石市が支援している気仙沼市の様子に 

ついてもあわせて展示します。 

期  間／２０１２年６月７日(木)～７月１日(日) 毎週月曜休館   場  所／当館１階ロビー 

開館時間／午前９時３０分～午後６時３０分（入館は閉館３０分前まで） 

    ※「みんなの福島展」のみをご覧になる方は、無料です 

パネルの間隔を測って張る…意外と難しい！ 

見てくなんしょ！ 

FUKUSHIMA 


